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二
日
，
金
星
ビ
合
ビ
電
ろ
。

金
星
　
…
年
の
牛
ば
曉
の
空
に
第
一
等
の
光
か
放
つ
。
九
月
に
太
陽
の
光
の
中
に

没
し
、
（
順
合
ほ
九
刀
十
口
）
＋
月
に
再
現
す
る
。
金
星
ば
月
亡
次
の
日
附
に
合

　
ぜ
な
ろ
。
帥
ち
一
月
十
三
日
間
二
月
十
ご
日
、
三
月
十
四
日
、
四
月
十
三
日
、

　
訓
言
十
三
日
、
志
ハ
月
十
二
日
、
・
七
月
十
廿
一
口
H
、
八
n
刀
十
一
日
、
九
日
〃
十
日
、
十

月
＋
一
二
、
＋
一
月
＋
日
、
＋
二
月
＋
日
、
金
星
に
三
月
九
日
話
劇
・
一
星
書
．

　
　
　
　
大
正
十
二
年
に
於
け
る
遊
星
の
行
路
　
　
　
　
　
　
　
合
ぜ
な
り
、
四
月
＋
四

翻
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太
腸
の
光
顔
中
に
懸
れ

　
る
Q
そ
れ
に
八
月
八
日

　
に
一
星
ε
合
マ
」
な
ろ
。

　
秋
に
東
洋
で
に
再
び
唾

　
の
星
ぜ
な
り
獅
子
座
、

　
乙
女
座
、
天
秤
座
な
通

　
過
す
ろ
、
刀
ば
次
の
日

　
附
に
火
星
の
近
隣
准
通

　
る
O
帥
ち
一
月
二
十
ご

　
日
b
二
月
二
十
H
、
三

　
月
ご
十
一
日
、
四
月
十

　
九
日
、
五
月
十
八
日
、

　
六
月
十
六
日
、
七
月
十

　
五
日
、
八
刀
十
三
日
、
九

　
月
十
日
、
十
月
九
日
、
十

　
一
月
山
ハ
日
、
十
二
月
五

　
日
O
火
星
に
十
二
月
二

　
日
土
星
ぜ
接
近
す
る
。

木
星
　
年
初
め
木
星
ほ
東

　
洋
で
に
曉
に
見
え
、
東

　
に
日
な
逐
ふ
て
愈
々
遽

　
か
に
進
み
、
二
月
八
日

　
太
陽
ぜ
口
口
ε
な
る
O

　
春
の
申
頃
に
木
星
に
夜
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通
し
輝
垂
、
五
月
五
月
に
衝
芯
な
る
Q

　
夏
に
は
日
々
に
蓮
か
に
没
し
、
（
八
月
三

　
日
矩
象
）
十
一
月
に
に
太
陽
の
光
線
中

　
に
没
マ
ろ
（
十
一
月
二
十
三
日
合
）
年
末

　
木
星
に
東
方
に
曉
の
微
光
の
申
に
再
び

　
現
に
れ
ろ
、
こ
に
本
年
の
大
部
分
天
秤

襲
糠
騨
蝶

、
礼
ろ
、
そ
し
イ
、
春
の
初
め
の
全
例
見
え

　
て
居
り
三
月
七
日
衝
こ
な
ろ
。
夏
に
ば

日
檜
に
早
く
没
し
（
矩
象
七
月
七
日
）
そ

　
し
て
十
月
に
は
太
陽
の
光
線
中
に
消
え

　
ろ
（
合
ば
十
月
十
七
日
置
十
一
月
に
に
東

　
洋
に
於
て
曙
霞
．
ア
サ
ヤ
ケ
）
の
中
に
再

現
て
る
。
土
星
ぱ
月
亡
次
の
日
附
に
合

　
ピ
な
ろ
O
部
ち
一
月
十
日
、
二
月
六
日

　
一
二
口
〃
山
ハ
n
口
、
M
幽
幽
〃
二
日
書
二
弔
一
・
九
口
蝿
、

　
五
日
〃
二
十
山
ハ
日
、
山
ハ
日
刀
二
十
一
二
日
、
・
七

　
月
二
十
日
、
八
月
十
六
日
、
九
月
十
三

　
日
、
十
月
十
一
日
、
十
一
．
刀
七
日
、
十

　
ご
野
帳
臼
。
八
月
十
六
日
の
合
の
時
に
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月
に
由
q
土
星
ほ
掩
蔽
さ
れ
る
Q

天
王
星
　
本
年
中
水
瓶
座
な
通
過
す
ろ
。
太
陽
定
の

　
合
ぱ
ゴ
．
　
月
五
日
、
矩
象
に
六
月
九
日
、
衝
ほ
九
月

　
九
日
再
し
て
十
二
月
七
日
目
に
矩
細
書
な
る
Q
天

　
王
星
ほ
十
刀
二
十
一
日
刀
に
由
り
掩
蔽
さ
ろ
Q

海
王
星
　
蟹
座
ぐ
」
獅
子
座
ε
の
境
界
地
方
々
通
行
す

　
る
Q
太
陽
亡
二
月
山
ハ
日
直
ピ
な
り
、
五
月
戸
七
口
μ
建
十

　
一
月
十
四
日
ご
に
矩
象
ピ
な
り
入
刀
十
一
日
合
こ

　
な
ろ
Q

　
　
　
通
　
　
　
信

　
　
　
　
　
　
大
正
十
一
年
十
「
月
末

　
　
　
　
來
京
に
て
星
見
小
路

海
老
鴬
川
…

　
ゴ
ー
ゴ
寧
の
『
死
ぜ
ろ
人
々
』
に
出
て
來
ろ
ト
ロ
イ

カ
の
様
に
、
炎
々
ぜ
燃
．
乳
ろ
火
の
球
が
薄
星
の
様
に

世
界
の
果
か
ら
果
ま
で
あ
ら
一
9
ろ
起
毛
的
な
認
識
の

禮
系
を
破
平
し
て
狂
齢
し
て
行
く
。
幾
萬
も
の
人
が

そ
れ
か
追
い
か
け
て
走
る
Q
叫
び
な
が
ら
叉
血
眼
に

な
っ
て
田

　
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
Q
そ
う
だ
Q
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
イ
カ

の
名
ば
正
に
ゴ
ー
ゴ
リ
の
三
頭
権
だ
9
そ
の
う
ち
な

ら
で
警
鐘
1
／
物
凄
い
。
だ
が
罷
く
ま
い
ピ
で
う
に
は

あ
ま
り
に
魅
力
奄
も
ち
過
ぎ
ろ
。
そ
し
て
誰
で
も
が

火
の
球
な
眼
懸
け
て
逼
ひ
か
け
る
け
れ
こ
も
息
も
切

れ
切
れ
に
な
っ
て
眼
が
く
ら
ん
で
雪
の
鵬
野
に
打
ち

倒
れ
た
畔
に
ぽ
も
・
つ
ト
・
イ
カ
の
姿
ば
影
も
形
も
見

え
な
い
。
ー
ー

ー
二
四
ほ
今
、
や
に
り
此
等
の
人
々
の
「
番
か
朋
い

門
人
亡
し
て
息
切
れ
ぎ
れ
に
追
び
か
け
て
居
ろ
Q
そ

し
て
や
が
て
倒
れ
て
し
ま
ふ
か
も
知
れ
な
い
。

　
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
O
鳴
呼
、
彼
が

駁
す
る
ト
ロ
イ
カ
の
碧
し
く
叉
迅
き
事
よ
ー
ー
（
フ

ア
ン
タ
ツ
ヤ
、
ア
ラ
キ
ト
シ
メ
イ
の
…
節
）

　
　
○
上
田
支
部
通
信

剛
、
七
刀
十
日
の
夜
北
佐
久
郡
小
諸
小
學
校
に
於
て

　
山
本
理
學
士
の
遊
星
に
製
す
ろ
講
演
及
び
天
睡
観

　
測
實
地
指
導

二
、
七
月
二
十
四
日
の
夜
小
小
郡
縣
小
身
校
に
於
て

　
同
學
士
の
恒
星
に
解
す
ろ
講
演
及
び
天
彊
観
測
實

　
地
指
導

三
、
入
月
三
十
一
日
同
日
丸
子
小
學
校
に
於
て
同
學

　
士
の
講
演
開
催
演
題
「
天
寵
と
人
生
」

四
、
九
三
「
日
北
佐
久
郡
濫
村
田
小
學
校
に
於
て
同

　
學
士
の
天
丈
講
演
開
催

五
、
九
月
二
日
同
好
會
蹟
、
軽
井
澤
に
會
し
同
學
士
外

　
遊
の
牝
行
會
か
開
く
。

　
（
右
講
演
會
中
丸
子
ほ
同
町
有
志
主
催
其
他
ほ
學

　
　
校
又
ば
學
校
組
合
會
の
主
催
）

　
　
　
○
岡
山
支
部
十
一
月
逓
信

一
、
天
界
研
究
會
　
十
一
日
宮
原
幹
事
宅
で
開
會
。

二
、
支
部
例
會
　
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
岡
山
市

　
立
商
業
學
校
で
例
會
奄
開
き
左
の
講
演
が
あ
っ
六

　
本
年
の
天
文
學
界
　
　
　
　
水
野
　
千
里
氏

1
淀
川
茂
重
著
お
忌
引
か
ら
き
い
大
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
出
版
耽
）

2
實
業
の
日
本
博
出
版
部
編

　
兎
ピ
健
三
さ
ん
の
夜
の
世
界
旗
行
記
　
一

　
「
般
の
も
の
に
、

1
淺
野
利
三
郎
著
　
宇
宙
の
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
評
論
冠
）

2
原
田
三
夫
著
　
星
の
科
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誠
　
文
　
堂
）

3
東
京
警
醒
祉
害
店
護
行
の
も
の
六
種

　
租
高
等
な
う
も
の
ほ
、

1
日
下
部
四
天
太
、
菊
田
善
三
共
著

　
天
文
學
汎
論
　
言
入
○
銭

2
一
戸
直
藏
謬
　
宇
宙
の
溝
化

　
（
宇
宙
獲
展
論
改
題
）
　
　
　
（
大
豊
閣
）

3
同
　
上
宇
宙
創
成
史

　
（
宇
宙
開
闘
論
史
改
題
）
　
　
（
大
運
閣
）

　
右
講
演
中
本
年
は
天
文
學
に
關
す
ろ
著
書
か
多
数

　
出
版
さ
れ
六
の
で
、
天
国
學
研
究
者
に
ビ
つ
て
多

　
幸
の
年
ビ
い
ふ
べ
喜
で
、
或
ろ
人
ほ
天
王
文
化
の

時
代
來
る
定
叫
ん
で
居
る
㌔
そ
の
主
な
う
も
の

な
左
に
少
年
少
女
向
き
の
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
鎖

二
〇
銭

＝
一
〇
銭

二
〇
〇
銭

（
内
田
老
舗
圃
）

　
　
　
　
三
八
O
銭

三
八
○
鎮

　
次
に
、
大
正
十
二
年
暦
、
大
丑
十
二
年
略
本
暦
、

　
何
れ
も
大
に
改
正
せ
ら
れ
て
居
ろ
か
ら
是
非
「
度

ば
御
賢
下
さ
い
。

一二

A
講
演
會
　宮
原
幹
寓
・
ほ
二
十
山
八
日
牌
弟
一
二
紳
戸
中

　
二
君
で
催
さ
れ
力
講
演
會
に
臨
席
し
左
の
講
話
た

　
し
糞
Q

　
　
太
陽
系
に
就
い
て


